
第65回（最終回）
自然言語処理と人工知能で

全人的苦痛を電子カルテの診療記録から
自動評価するシステム開発

Masukawa K, Aoyama M, Yokota S, Nakamura J, Ishida R, Nakayama M, Miyashita M.Machine
learning models to detect social distress, spiritual pain, and severe physical psychological
symptoms in terminally ill patients with cancer from unstructured text data in electronic

medical records. Palliat Med. 2022 ;36（８）:1207−1216.

　WHO（世界保健機関）の緩和ケアの定義にもあるように，終末期がん患者は，痛

みなどの身体的苦痛だけでなく，精神的苦痛，社会的苦痛，スピリチュアルペイン

が複雑に関連し合った苦痛症状（全人的苦痛）を抱えており，医療者は苦痛症状を
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包括的にアセスメントすることが求められています 。今回紹介する研究は，全人

的苦痛を電子カルテの診療記録から自然言語処理と人工知能（AI）技術を活用し，

医療者の負担を最小限に自動評価するシステムを開発した報告です。

　多くの医療機関で電子カルテが導入され，臨床情報が電子カルテを通して共有/蓄

積されるようになりました 。患者の苦痛症状の情報も電子カルテ内に多く蓄

積され ，臨床や研究において患者の症状理解のために電子カルテを利活用するこ
とは必要不可欠です。しかし，診療情報の多くが自由記載で存在しており，情報を
目視で確認し，評価するにはかなりの時間がかかります 。また，苦痛症状も

自由記載が多く，患者の全人的苦痛を見逃さずに評価するためにも電子カルテ内の

自由記載を効率良く評価する手法が求められています 。

　そこで筆者らは，自然言語処理とAIの技術を活用し，電子カルテから全人的苦痛

症状を自動評価するシステムを開発しました。自然言語処理とは，言語データをコ

ンピュータ処理する技術であり，AI技術の一つである機械学習と組み合わせること

で大量の言語データを迅速に取り扱うことができます。

　本研究は大学病院１施設で実施され，2018〜2019年に死亡した808人の死亡前１

カ月の自由記載形式の診療記録を対象としました。５種類の機械学習アルゴリズム

を活用して，全人的苦痛を評価するモデルを開発し，性能を評価しました。最終的

には，AUROC（ROC曲線の下面積）が0.8以上と高い性能を示し，AUPRC（PR曲

線の下面積）も類似する先行研究と同程度の性能を記録しました（図１）。
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　性能の向上が必要ではありますが，今後は臨床での症状アセスメント支援（図
２）や緩和ケアの質評価（図３）での活用が期待されています。
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　本研究のようなAIの応用研究が終末期医療領域でも発表されるようになり，近い

将来，AIが医療現場に実装されることが予想されます。AIに使われるのではなく，

AIを有効活用し，より良い終末期医療を提供できるよう，今後は，医療者もAIの基

礎的知識を身につけることが必要なのかもしれません。
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ますかわけんと：東北大学医学部保健学科看護学専攻卒業後，国立がん研究センター東病院にて看護師とし
て勤務。その後，東北大学大学院医学系研究科保健学専攻緩和ケア看護学分野博士前期/後期課程に進学・修
了。2022年４月より東北大学大学院医学系研究科保健学専攻緩和ケア看護学分野助教。主な研究テーマは，
緩和ケア領域における自然言語処理と人工知能の利活用。

この商品の内容に関するお問い合わせは仙台事務所
お急ぎの場合は、TEL（022）261-7660におかけください。
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